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１. 2025年3月期 決算概要
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エグゼクティブサマリー

連結売上高

94,503百万円
前期比+4.9%

営業利益

2,129百万円
前期比＋21.8%

親会社株主に帰属する

当期純利益

1,566百万円
前期比-67.6%

➢ 増収、増益（営業利益）、期末配当6円増配の決算

➢ 2026年3月期 連結業績予想

連結売上高

110,000百万円
前期比+16.4%

営業利益

2,600百万円
前期比+22.1%

経常利益

2,600百万円
前期比+28.4%

親会社株主に帰属する

当期純利益

1,900百万円
前期比+21.3%

➢ 1株当たり配当予想

年間配当：90.00円
中間配当：45.00円
期末配当：45.00円※

配当性向81.2%

経常利益

2,024百万円
前期比+1.0%

※2025年10月1日を効力発生日とする株式分割を予定していますが、この株式分割を考慮しない場合の配当金額

連結配当性向： 94.1％

総 還 元 性 向 ： 100.2%

1株当たり配当 年間： 86.00円

中間配当： 40.00円

期末配当： 46.00円 （6円増配）
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（単位：百万円）

2024年3月期 2025年3月期 増減額 前期比

売上高 90,120 94,503 4,382 4.9%

売上原価 77,829 81,471 3,641 4.7%

売上総利益 12,291 13,032 740 6.0%

販売費及び一般管理費 10,543 10,903 359 3.4%

営業利益 1,748 2,129 381 21.8%

営業利益率 1.9% 2.3% +0.4pt -

経常利益 2,004 2,024 20 1.0%

親会社株主に帰属する当期純利益 4,832 1,566 -3,265 -67.6%

EBITDA 3,091 3,744 635 21.2%

2024年3月期 2025年3月期 増減

ROE 22.4% 6.6% -15.8pt

ROIC 4.2% 4.4% +0.2pt

株主資本コスト 5.7% 5.0% -0.7pt

WACC 4.5% 3.5% -1.0pt

✓ 売上高は、建材、産業資材、電子・デバイスの3セグメントが好調に推移し、前期比4.9%増の94,503百万円
✓ 営業利益は、産業資材セグメントで子会社の工場稼働率が向上したこと、電子・デバイスセグメントで主要顧客における部品在庫の解消が進んだこと
などにより、同21.8％増の2,129百万円

✓ 経常利益は、在外子会社における現地通貨安の影響による為替差損が増加したことなどによって横ばいとなり、同1.0％増の2,024百万円
✓ 親会社株主に帰属する当期純利益は、前期に発生した賃貸ホテル等の売却益の影響で減少し、同67.6％減の1,566百万円
✓ EBITDAは同21.2％増の3,744百万円となりました。
✓ ROEは同15.8pt減の6.6%、ROICは同0.2pt増の4.4%

連結業績 P/L
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EBITDAの推移

✓ EBITDA(営業利益ベース)は、3,744百万円（前期比21.2%増）
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３つの事業セグメント

繊維資材、樹脂部材、機能資材など
多種多様な商材を取り扱っています。
当社とグループ会社は、設計・製造・
加工・販売において連携し、お客さま
へ複合的な価値を提供しています。

産業資材セグメント

デバイスでは、お客さまのニーズを
捉え、アジアを中心としたメーカーよ
り電子部品を調達し供給する電子部
品販売ビジネスを行っています。
アセンブリでは、タイの自社工場を
活用し、白物家電や幅広い製品に対
して、基板実装を行う製造受託ビジ
ネス（EMS）を行っています。

電子・デバイスセグメント

大型・非住宅建築物、住宅建築物向
けに壁材、基礎杭工法、断熱材、太陽
光パネル関連資材、インテリアなど、
建設・建装に関わる様々な商材を取
り扱っています。
販売・工事ネットワークを構築し、企
画、設計から施工までの幅広いソ
リューションを提供しています。

建材セグメント

64.5 19.0 16.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2025年3月期 売上高構成比
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セグメント情報

セグメント 2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

建材 58,180 61,017 2,837 4.9%

産業資材 17,188 17,998 810 4.7%

電子・デバイス 14,795 15,514 719 4.9%

賃貸不動産 143 － -143 -100.0%

合計 90,307 94,531 4,223 4.7%

調整額 -187 -28 － －

連結財務諸表計上額 90,120 94,503 4,382 4.9%

セグメント 2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

建材 1,965 1,671 -293 -15.0%

産業資材 707 1,054 346 49.0%

電子・デバイス 411 727 316 77.0%

賃貸不動産 82 － -82 -100.0%

合計 3,166 3,453 286 9.1%

調整額 -1,418 -1,324 94 －

連結財務諸表計上額 1,748 2,129 381 21.8%

＜セグメント売上高＞

＜セグメント利益＞

64.5%19.0%

16.4%

セグメント売上高構成比

建材 産業資材 電子・デバイス

48.4%

30.5%

21.1%

セグメント利益構成比

建材 産業資材 電子・デバイス

2025年3月期

（単位：百万円）

（単位：百万円）

*調整額はセグメント間取引の消去です。

*調整額はセグメント間取引の消去及び各報告セグメントに配分していない全社経費です。
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セグメント別概況 建材

2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

建設資材 32,006 34,464 2,457 7.7%

住宅資材 3,489 3,507 17 0.5%

断熱資材 8,790 9,013 223 2.5%

再生可能エネルギー資材 13,726 14,019 292 2.1%

✓ 建設資材分野は、案件獲得が堅調に推移したこと、及び2023年6月に連結子会社化した岩水開発株式会社に
ついて前期は8か月分の寄与であったものが当期については12か月分の寄与となったことにより増収

✓ 再生可能エネルギー分野、断熱資材分野、住宅資材分野の各分野においても機能強化策が奏功し増収

✓ セグメント利益については、建設資材分野において一部物件の収益性が下振れたこと、及び間接経費の負担が
増加したことにより減益
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セグメント別概況 産業資材

2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

樹脂関連資材 9,163 9,894 731 8.0%

繊維関連資材 8,023 8,103 79 1.0%
8,023 8,103

9,163 9,894
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✓ 樹脂関連資材分野は、自動車関連や電子機器・精密機器関連の部材・物流資材を中心に受注が拡大したことに
より増収

✓ 繊維関連資材分野は、アパレル製品やランドセル資材の消費者向け繊維が縮小しましたが、運搬車両用資材を
中心とする重布関連や、防衛省向け装備品等の産業用繊維の受注が大きく拡大したことにより増収

✓ セグメント利益については、樹脂資材・繊維資材の両分野で増収したことに加えて、連結子会社の工場稼働率が
向上したことにより増益

（単位：百万円）
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セグメント別概況 電子・デバイス

2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

デバイス 6,134 6,812 677 11.0%

アセンブリ 8,641 8,688 46 0.5%
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デバイス

アセンブリ

✓ 日本国内の民生電子機器市場及び白物家電市場は依然低調に推移

✓ デバイス分野は、電子部品の供給不足の反動で主要顧客に積みあがっていた部品在庫の出荷が進んだことに
より、受注数が増加し、増収増益

✓ アセンブリ分野も、白物家電関連は低調に推移しましたが、デジタルカメラ関連が前年より受注が拡大し、増収
増益

（単位：百万円）
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固定資産 16,531

流動資産 43,877

純資産 23,578

固定負債 4,481

流動負債 32,349

固定資産 18,693

流動資産 41,351

純資産 23,924

固定負債 8,311

流動負債 27,808

連結業績 B/S

2025年3月期末
（2025年3月31日）

総資産：60,044百万円

自己資本比率：39.8%

-364百万円

+0.8pt

（単位：百万円） （単位：百万円）

2024年3月期末
（2024年3月31日）

総資産：60,409百万円

自己資本比率：39.0%
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連結業績 B/S

（単位：百万円）

2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,371 9,080 -3,290 -26.6%

受取手形 3,110 1,216 -1,893 -60.9%

売掛金 16,697 14,758 -1,939 -11.6%

電子記録債権 2,334 3,541 1,207 51.7%

流動資産合計 43,877 41,351 -2,525 -5.8%

固定資産

有形固定資産 4,762 6,446 1,683 35.4%

無形固定資産

のれん 5,611 5,874 263 4.7%

無形固定資産合計 6,609 6,825 215 3.3%

投資その他の資産

投資有価証券 2,862 2,567 -295 -10.3%

投資その他の資産合計 5,159 5,421 262 5.1%

固定資産合計 16,531 18,693 2,161 13.1%

資産合計 60,409 60,044 -364 -0.6%

主
な
変
動
要
因
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連結業績 B/S

（単位：百万円）

2024年3月期 2025年3月期 増減額 増減率

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,647 13,454 -3,192 -19.2%

電子記録債務 5,585 4,213 -1,372 -24.6%

短期借入金 1,341 4,880 3,538 263.7%

流動負債合計 32,349 27,808 -4,540 -14.0%

固定負債

長期借入金 2,095 5,162 3,067 146.4%

固定負債合計 4,481 8,311 3,830 85.5%

負債合計 36,830 36,120 -709 -1.9%

純資産の部

株主資本

資本金 3,801 3,801 － 0.0%

利益剰余金 16,898 17,044 145 0.9%

株主資本合計 21,649 21,540 -108 -0.5%

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 931 1,687 756 81.3%

その他の包括利益累計額 1,929 2,383 454 23.6%

純資産合計 23,578 23,924 345 1.5%

負債純資産合計 60,409 60,044 -364 -0.6%

主
な
変
動
要
因
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連結業績 C/F

（単位：百万円）

2024年3月期 2025年3月期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 7,314 2,420 -4,893

減価償却費 846 1,006 159

のれん償却額 496 609 112

投資有価証券売却損益（-は益） -614 -380 234

売上債権及び契約資産の増減額（-は増加） 4,231 1,672 -2,558

棚卸資産の増減額（-は増加） 410 535 125

仕入債務の増減額（-は減少） 348 -4,627 -4,975

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,057 -2,740 -8,797

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 -609 -426 183

無形固定資産の取得による支出 -171 -182 -11

投資有価証券の売却による収入 1,112 715 -397

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,519 -1,282 -3,802

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（-は減少） -3,813 3,309 7,122

長期借入金の返済による支出 -555 -3,695 -3,140

自己株式の取得による支出 -660 -341 319

配当金の支払額 -797 -1,371 -573

財務活動によるキャッシュ・フロー -4,128 419 4,548

現金及び現金同等物の増減額（-は減少） 4,552 -3,259 -7,811

現金及び現金同等物の期首残高 7,772 12,324 4,552

現金及び現金同等物の期末残高 12,324 9,065 -3,259

主
な
変
動
要
因
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２. 2026年3月期連結業績予想
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2026年3月期連結業績予想

2025年3月期
2026年3月期

予想
増減額 増減率

売上高 94,503 110,000 15,496 16.4%

営業利益 2,129 2,600 470 22.1%

営業利益率 2.3% 2.4% +0.1pt -

経常利益 2,024 2,600 575 28.4%

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,566 1,900 333 21.3%

（単位：百万円）
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2026年3月期セグメント別連結業績予想

セグメント売上高 （単位：百万円）

2025年3月期
2026年3月期

予想
増減額 増減率

建材 61,017 70,000 8,982 14.7%

産業資材 17,998 20,000 2,001 11.1%

電子・デバイス 15,514 20,000 4,485 28.9%

合計 94,531 110,000 15,468 16.4%

調整額※ -28 - - -

連結財務諸表計上額 94,503 110,000 15,496 16.4%

セグメント利益 （単位：百万円）

2025年3月期
2026年3月期

予想
増減額 増減率

建材 1,671 2,400 728 43.6%

産業資材 1,054 1,100 45 4.3%

電子・デバイス 727 700 -27 -3.8%

合計 3,453 4,200 746 21.6%

調整額※ -1,324 -1,600 -275 20.8%

連結財務諸表計上額 2,129 2,600 470 22.1%

※ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引消去等が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費です。

※ 調整額は、セグメント間取引高の消去です。
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3. 株主還元
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株主還元：配当

基本方針 連結配当性向80％以上 総還元性向100％
総還元額の下限は5億円

- 2025年3月期～2026年3月期は、これまで以上に積極的な株主還元を実施

1株当たり配当金・連結配当性向・総還元性向の推移

中間配当

期末配当

特別配当

連結配当性向

（円）

総還元性向 52.8％ 54.3％ 40.4％ 100％100.2%

・2024年3月期(2023年度)の配当性向、総還元性向は、固定資産譲渡による特別利益の影響により基本方針を下回りましたが、同影響を除外した場合では基本方針どおりの株主還元を実施

・2023年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を実施。分割前の１株あたり配当金額は、2021年3月期(2020年度)に当該株式分割が行われたと仮定した金額を記載

・2025年10月１日付で普通株式１株につき2株の割合で株式分割を実施する予定。2026年3月期期末配当は株式分割を考慮しない金額（分割後は1株当たり22.50円）
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2025年3月期 2026年3月期

１株当たり配当金額 株式分割 配当金額

中間配当 40円 １株 45円

期末配当 46円 ２株
45円

（2株×22.5円）

年間配当 86円 90円

株主還元：株式分割

実質増配

➢ 上期から株式保有を継続した場合

１．株式分割の目的
✓ 当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様がより投資しやすい環境を整え、当社
株式の流動性の向上と投資家層の更なる拡大を図ることを目的としております。

２．分割の方法
✓ 2025年９月30日（火曜日）最終の株主名簿に記録された株主の所有普通株式１株につき、２株の割合をもって
分割いたします。
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4. 中期経営計画サステナV(バリュー)の進捗状況
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中期経営計画サステナV（バリュー）の目指す姿

中期経営計画 サステナVは「カーボンニュートラル社会の実現（2050）」に向けて変化する、市場の成長

機会を捉えた戦略組み立て（価値創造）により、サステナ社会への適応と持続的成長を同時実現する

2030

2050

持続的成長

カーボンニュートラル社会の実現

機能商社としての一大飛躍

2026.3

ターゲット市場で必要な機能・
ソリューションを提供する機能商社

価値創造

市場の
成長機会

サステナブルな社会に
貢献する省エネ化・省力化

V：
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ROE 8%以上

ROIC 6%以上

総還元性向 100%

親会社株主に帰属する

当期純利益 19億円

計画期間 為替レート

 1USD140円( )

経営指標

中期経営計画サステナV（バリュー）の経営指標・財務方針

中期経営計画最終年度（2026年3月期）の親会社に帰属する当期純利益19億円達成を目指し、

成長を重視した経営指標・財務方針を設定
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中期経営計画サステナＶ（バリュー）の進捗状況

企

業

価

値

の

向

上

利益

成長

資本

生産性

向上

基本方針 進捗

収益性の
向上

◼ 市場の成長機会を捉えて、複合的な価値提供による戦
略を追求、中長期スパンで利益率を段階的に向上

◼ 中期のスパンで高い利益を獲得する分野へ経営リソー
スを集中的に投下し、利益基盤を底上げ

◼ 既存事業の持続的成長・利益基盤底上げ
- 戦略領域を中心に既存事業の拡大
- 産業資材事業の再編

◼ M&A実行による成長
- M&Aの実行（㈱サンワホールディングス）

◼ 将来投資事業領域での成長の布石
- 合弁会社設立（㈱DG Takashima）
- スタートアップ出資（ASF㈱）

トップライン
の成長

◼ 戦略領域への投資を加速、事業（売上高）を成長

人財投資

◼ 中長期人財マネジメント戦略の策定・実行
- グループ人的資本の可視化
- 経営人財（キャリア型人財）、グローバル人財、営業人
財、高度専門人財の採用・人財開発策

- エンゲージメント向上策

◼ 中途人材の積極採用、戦力化

◼ エンゲージメントサーベイ実施、向上策の策定・実施

◼ 人財戦略の実施
- 女性エンパワーメントの推進
- 人の成長を考える委員会の設立

事業投資・
設備投資

◼ 成長投資への資本配分：投資枠100億円超

◼ 総資産回転率、財務レバレッジ（有利子負債活用）など
の資本効率を意識し、積極的な投資を実行

◼ 政策保有株式売却

◼ 拡大した投資枠150億円の投資実行

株主還元

◼ 資本効率性を意識した株主還元方針（総還元性向
50%）

◼ 機関投資家との対話関係づくりや各種IRツールを通じ
た情報発信強化注力

◼ 株主還元方針の変更（配当性向80%以上、総還元性向
100%）

◼ 自己株式の取得

◼ 各種ＩＲ活動の実施
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株式会社サンワホールディングスの連結子会社化

✓ 2025年2月、太陽光発電システムの販売・施工等を手掛ける株式会社サンワシステムを有する株式会社サンワ

ホールディングスの全株式を取得、子会社化

✓ サンワシステム社は、産業用・住宅用太陽光発電システムの販売・施工を合わせて10,000件以上の実績をもち、

用地取得から設計、施工、メンテナンスまでワンストップで対応することが強み

会社名 株式会社サンワシステム

所在地 東京都品川区東品川 他2拠点

設立 2013年6月27日

従業員数 80名

資本金 4,500万円

許認可 特定建設業、宅地建物取引業

事業 産業用太陽光発電・太陽光発電設備メンテナンス
自家消費型太陽光発電・太陽光発電設備の買取・販売
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株式会社サンワホールディングス子会社化による機能強化

✓ 今回のM&Aにより、メガソーラーなどの大型太陽光発電システムの施工機能を獲得

✓ 住宅用太陽光発電システムでの施工機能を持つ、新エネルギー流通システム株式会社と併せて、太陽光発電

市場における材料卸・施工の全領域のカバーが可能へ

住宅用 産業用 住宅用 産業用

2022/11
M&A

太陽光発電システム市場における当社グループの保有機能

販売 施工

住宅用 産業用 住宅用 産業用

M&Aによる太陽光発電市場での機能強化
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将来投資事業領域における成長の布石として投資を実施

株式会社DG Takashima設立 ASF株式会社へのスタートアップ出資

名称 ASF株式会社

所在地 東京都千代田区内神田３丁目22番３号 IM内神田ビル11F

設立 2020年6月

代表者 代表取締役社長 飯塚 裕恭

事業内容
電気自動車の企画、開発、製造および販売、バッテリーリース
事業 等

URL https://www.asf-ev.com/

➢ ASFの第三者割当増資に係る株式引受契約を締結し、
ASFへ出資

デジタルグリッド

代表者 代表取締役社長 新海 優

事業内容
DGR（デジタルグリッドルーター）の製造・
販売等

出資比率
株式会社 DG パワーシステム：51％
高島株式会社：49％

【軽EV商用車「ASF2.0」車両イメージ】

https://www.asf-ev.com/
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- 150億円へと拡大した投資枠に対して、2025年3月期までで137億円の投資を実行済み

- 投資リターンを伴う投資については継続して実施予定

実績

2022年3月期～2024年3月期 2025年3月期 合計

M&A
(検討費用を含む）

74.5億円
• 新エネルギー流通システム株式会
社(2022年12月)

• 株式会社信防エディックス(2022
年12月)

• 岩水開発株式会社(2023年6月)

31.3億円
• 株式会社DG Takashima 
（2024年8月）

• 株式会社サンワホールディングス
(2025年2月)

105.8億円

工場・設備
維持更新・増強投資

14.4億円 4.3億円 18.7億円

人財・IT他
採用/研修、基幹システム
刷新、IR強化など

9.5億円 3.2億円 12.6億円

実行済額 98.4億円 38.7億円 137.1億円

中期経営計画サステナV（バリュー）における投資枠の進捗状況
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5.資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応の
進捗状況
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２０２５年３月期末の状況

- 2025年3月期末のROEは、前期比で15.8ポイント減少し6.6％となり、株主資本コストを上回りました

- 2025年3月期末のPBRは0.93倍

- PBR１倍を上回ることは、経営の責務であると考え、引き続きPBRの向上に努めていきます

（PBRの状況）（資本効率の状況）

WACC =
時価総額

時価総額＋有利子負債
×株主資本コスト＋

有利子負債

時価総額＋有利子負債
×有利子負債コスト × （1−税率）

5.9% 7.2% 8.3%

22.4%

6.6%

5.9% 6.2% 5.6% 5.7% 5.0%0.0%
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4.4%
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2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

ROIC

WACC

PBR＝ROE×PER

1,000 1,296 1,585 
4,832 

1,566 

16,930 17,965 19,008 
23,578 23,924 
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自己資本

株主資本コスト(CAPM)＝リスクフリーレート＋β値×マーケットリスクプレミアム

（単位：百万円）
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6. トピックス
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大阪・関西万博協賛のお知らせ

✓ 大阪・関西万博の関係者および業務用車両駐車エリアに、EV普通充電器を設置

✓ 新電元工業株式会社様は、EV充電器PM－CS０９シリーズを提供

✓ 当社はその設置と保守

設置工事：当社と新エネルギー流通システム株式会社が協業し、設置

新エネルギー流通システム株式会社は全国に施工ネットワークを構築し、豊富な実績を誇る

新電元工業株式会社
設置した見せない普通充電器

PM－CS０９シリーズ



34©2025 Takashima & Co., Ltd.

スマートラックオフセットを開発・販売

➢ スマートラックオフセットは、従来は太陽電池モジュール

を設置ができなかった軒先いっぱいまで太陽電池モ

ジュールを設置することができる工法

➢ 屋根面を最大限有効活用することができ、搭載容量を

アップすることが可能

➢ 軒先いっぱいまで太陽電池モジュールを設置した際の風

荷重データを取得し、強度面の問題を解決した架台設計

➢ 一方で、太陽電池モジュールを軒先いっぱいまで設置し

た際には、雨水がパネルを伝って流れ、雨どいを飛び越え

てしまう問題が発生

➢ 雨天時にモジュールを伝って流れる雨水を雨どいに導く

ことができる革新的な新しい形状の雨水誘導カバー「アク

アガイド」を開発・特許出願を行い、模擬屋根上でのテスト

を慎重に重ね、雨水が雨どいを飛び越える問題も解決
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最後に
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中期経営計画サステナV（バリュー）の目指す姿

中期経営計画 サステナVは「カーボンニュートラル社会の実現（2050）」に向けて変化する、市場の成長

機会を捉えた戦略組み立て（価値創造）により、サステナ社会への適応と持続的成長を同時実現する

2030

2050

持続的成長

カーボンニュートラル社会の実現

機能商社としての一大飛躍

2026.3

ターゲット市場で必要な機能・
ソリューションを提供する機能商社

価値創造

市場の
成長機会

サステナブルな社会に
貢献する省エネ化・省力化

V：
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高島株式会社 IR・総務窓口 ir@ta.tak.co.jp

URL https://www.tak.co.jp/ja/ir/contact1.html

■本資料の取り扱いについて
【見通しに関する注意事項】
本資料にて開示されているデータおよび将来に関する予測は、本資料の発表日現在の判断や、入手可能な情報に基
づくものであり、経済情勢や市場動向の変化等、 様々な理由により変化する可能性があります。従いまして、本資料
に記載された目標・予想の達成および将来の業績を保証するものではありません。

本資料に関するお問い合わせ

mailto:ir@ta.tak.co.jp
https://www.tak.co.jp/ja/ir/contact1.html

